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言語・ メタファー 。こころ  27
う一―少なくとも,分け得るということは暗黙の前提である。「世界」とま,そしておそらくわれわれ
の「思考」も,言語には依存しない,言語からは独立である。道具としての言語は, ものごとを包























































































































































































flickering  ゅらめく,ちらつく, かすかな, ゆらぐ
qu?ering  (かすかに)揺れる,震える,振動する










































lancinating  nlすよぅな,引き裂 くような,ズキンズキンする
は)鋭い圧迫感 としての痛みのことば
sharp――鋭い,激しい,激葬(な,強烈な


























































aching   疼く, うずうずする
heかリー ー重々しい,ずしんとする,鈍重な, しつこい



























































































して語り尽 くせるものではない。しかしそれでも, ことばで痛みを語ろうとすれば,数々 のことば
敏



































































































































































































































































10 いわゆる「先天性無痛覚症Jの子供は生まれながらに痛みを知らないゆえに,体じゅうに傷を作 り, しばしば自
己中心的でしかなく他人を思いやるという感情に欠けるという。柳田尚『痛みの人間学』講談社 (1983)p. 2,
清原迪夫『痛みと人間』日本放送出版協会 (1976)p.144.参照。






















(10 Melzack,R,and Torgerson,W SI`On the Language of Pain'4″盗∴力盗わss,34(1971)pp 50-59, また,
ヒルガード&ヒルガード:前掲書, p.46ff参照。今回は「痛みの言語」についての心理・生理学の文献を網羅
的に調べる余裕がなかった。以下の議論の「科学的J根拠は,このメルザックとトー ガソンの論文である。
10 “英国のホール (K R L Ha11)とストライド (E Stride)は,不安を感じている被験者が,一連の教示の中に
たった1回「痛み」という言葉が現われると,痛みという言葉を含まない教示を与えた時には痛いとは認めなか
ったような弱いレベルの電気ショックに対して痛みを報告する,ということを見いだした"という。R.メルザッ















?Felzack&Torgerson,op cit p 53
























広瀬徹也「抑うつと悲哀」土居・笠原・宮本・木村編『神経症と精神病 I』 (異常心理学講座4)みすず書房 (1987)
p.260ffに引用。
人間の表情分析についての興味深い結果が次の研究で報告されているIP.エクマン&Wo V.フリーセン/エ
藤力訳編『表情分析人門』誠信書房 (1987)。これによると,たとえば,基本的な表情は民族・言語・文化を越え
て万国共通であるという。同書,p.33r参照。
